






これからの教育旅行に求められるもの

教育旅行のスタイルは大きく変化しつつあります。
これまでの見学や体験中心の旅行から
「課題を見つけ、現地での体験や見学を通じて解決していく、
気づきと学びのある教育旅行」を提案いたします。

気づきと学びのある
が　　へ

教育旅行へ！

ナルホドギモン

教育現場において、「探究型学習」「SDGs」といったテーマが示されるようになりました。また、これまで以上
に安心と安全が求められていることから、「探究型学習」「SDGs」「安心・安全」の3本の柱を中心に据え、教育
旅行における「マイクロツーリズム」も視野に入れたプログラムの提供が必要と考えます。

問題点を考え、答えを探す、『探究型教育旅行』

つまり「旅行前～旅行中～旅行後」、一連のストーリーとして臨む、気づきと学びのある教育旅行

生徒一人一人が旅行を通じて何を学
びたいか、そのためにはどのような
テーマを設定し、どんな計画を立てる
か考え、クラスやグループ等で話し合
い、そのテーマに向けて旅行に臨む。

旅行中は、自らが立てた「問い」に対
し、どのような発見や気づきがある
か。体験や見学、地元の人との交流
を通じ、机上だけでは分からない「五
感」を使って体験をする。

旅行を振り返り、どのような気づきや
学びがあったか。自らが立てた「問
い」に対し、答えを導き、さらにその先
の問題点を考える。またそれをどう
やって表現するかを思考する。

社会とのつながりを見つける、『SDGs教育旅行』。
持続可能な社会の創り手となるべく、
旅行を通じて自分たちが社会のため
に何ができるか、社会の一員としての
役割を考え、社会とのつながりを見つ
けることが私たちが考える「SDGs教
育旅行」です。

●新学習指導要領に対応
●主体的・対話的で深い学び
●総合的な学習
●キャリア教育
●課題解決能力
●生徒の自主性と気づきの尊重
●カリキュラムマネジメントの確立
●ESD （Education for 
　Sustainable Development）

●社会への関心と参画
●持続可能な社会づくり
●将来の自己形成
●グロバーリゼーションへの
　積極的対応
●若い時代に本物に
　触れることの意義と目的

●新型コロナウイルス感染症への対策
●緊急時における危機管理対応能力
●めまぐるしい社会情勢の対応と手段

事前学習  問いを立てる 現地学習  答えを導く 事後学習  掘り下げる

探究型学習 SDGs

安心・安全
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プログラムの流れ

学習の
ポイント

蔵王でのスキー修学旅行と共に、
樹氷ができるメカニズムと
環境問題を考える

蔵王でのスキー修学旅行と共に、
樹氷ができるメカニズムと
環境問題を考える

実施時期 12月下旬～3月 
 ※ゲレンデの状況、積雪状況による
所要時間 1泊2日～
対　　象 小学生・中学生・高校生
人　　数 要相談

●樹氷とは何か、なぜ蔵王で樹氷が
できるのか学ぶ。
●冬季スポーツの楽しみ、スキー技
術や用具の扱い方について知る。

事前学習
●現地インストラクターより、各自のレ
ベルに合ったレッスンを受ける。

●樹氷を自分の目で見て、ガイドから
樹氷について学ぶ。

●雪とふれあうことにより、生活環境
の多様性を学ぶ。

現地学習
●身近にある環境問題（地球温暖化・
環境保護・異常気象による自然災
害）を考えるきっかけとなり、自分
は何ができるかを考え、発表する。

事後学習

■問 蔵王温泉観光協会 山形市蔵王温泉708-1　 023-694-9328   http://www.zao-spa.or.jp/

Nature

樹氷を通じ身近な環境問題について考えることができる。

山形市

■問 蔵王温泉観光協会  023-694-9328
 　http://www.zao-spa.or.jp/

■問 蔵王温泉観光協会  023-694-9328
 　http://www.zao-spa.or.jp/

■問 蔵王ロープウェイ  023-694-9518
 　http://zaoropeway.co.jp/

レベルに合ったスキーレッスン
現地インストラクターの指導により、用具合わ
せからレッスンまで、各自のレベルに合わせ丁
寧にレクチャーします。

樹氷鑑賞
蔵王連峰の気象条件と植生が織りなす「樹
氷」。昼と夜とで一変する表情も必見です。

樹氷のメカニズムと環境問題について学ぶ
インストラクターが樹氷の仕組みや形成過
程、現状について講義し、環境問題について考
えます。また、希望により専門家のレクチャー
も可能です。

抜群の雪質と変化に富んだゲレンデコースでのスキーレッスンに加
え、独特な気象条件によって発生する樹氷を間近で鑑賞しそのメカニ
ズムと環境問題を学ぶことができる、蔵王ならではのプログラムです。

蔵王温泉スキー場着 　宿舎にてインストラクターとの対面・スキー用具合わせ・レッスン開始

スキーレッスン 　樹氷鑑賞（現地もしくは宿舎にてガイドによる樹氷と環境問題レクチャー）

スキーレッスン 　閉校式

1日目

2日目

3日目

07 08



プログラムの流れ

学習の
ポイント

実施時期 通年
所要時間 約6～8時間
対　　象 小学生・中学生・
 高校生

●俳句の概要や歴史、特徴、技法、著
名な俳人について調べるとともに、
山形県で詠んだ句の意味や情景を
知る。

●松尾芭蕉について学ぶ。

事前学習
●芭蕉に思いを馳せ、それぞれの地
で俳句を詠み、親しむ。
●芭蕉が俳句を詠んだ場所、ゆかり
の地を訪れ、改めてその句の意味
と背景を知る。

現地学習
●詠んだ句を発表し合い、意図を推
理し感想を述べ合うことで表現力
を養う。
●旅行を通じ自分なりの「奥の細道」
（紀行文）を作成する。

事後学習

■問 山形県教育旅行誘致協議会 山形市城南町1-1-1（霞城セントラル1F）　 023-647-2333　 manabi@yamagatakanko.com  

History

奥の細道ゆかりの地を訪れることで、芭蕉が詠んだ俳句の意味と背景を知る。

山形市

鶴岡市
戸沢村

■問 宝珠山立石寺  023-695-2843
 　https://www.rissyakuji.jp/

■問 出羽三山神社  0235-62-2355
 　http://www.dewasanzan.jp/

■問 最上峡芭蕉ライン観光株式会社  0233-72-2001
 　http://www.blf.co.jp/

山寺（立石寺）
正式には宝珠山立石寺といい、通称『山寺』と
呼ばれています。天台宗に属し、創建は貞観2
年（860年）天台座主第3世慈覚大師円仁に
よって建立されました。芭蕉はここで「閑さや 
岩にしみ入る 蝉の声」の句を詠みました。

最上川舟下り
「五月雨を あつめて早し 最上川」の句でも有
名な最上川。雄大な自然の中を船頭の舟唄を
聞きながらゆっくりと下る舟下りは、四季を通
じていつでも楽しめます。

国宝 羽黒山五重塔
羽黒山参道、“一の坂”上り口の杉並木の中
にあり、東北地方では最古の塔といわれ、平
将門の創建と伝えられ、国宝にも指定されて
います。

俳聖松尾芭蕉が旅した「奥の細道」ゆかりの地を訪れ、その風景や詠
んだ句について考えることができます。また、松島や平泉などとも合
わせてコースを組み立てることもできます。 山寺（立石寺）【約1時間30分】   　　バス約2時間 　最上川舟下り【約1時間】   　　バス約1時間 　羽黒山五重塔【約1時間】

https://yamagatakanko.com/

History

俳聖松尾芭蕉
「奥の細道」の
足跡を辿る

俳聖松尾芭蕉
「奥の細道」の
足跡を辿る

俳聖松尾芭蕉
「奥の細道」の
足跡を辿る
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プログラムの流れ

学習の
ポイント

加茂水族館（館内見学・学習会）　 　  バス 　ビーチコーミング＆貝殻アートクラフト体験・観察地曳網漁体験

Nature

実施時期 通年
所要時間 約4～6時間
対　　象 小学生・中学生・高校生
人　　数 要相談

●現在、海洋の機能や生態系にどの
ような問題や課題があるのか、海
洋資源の保全のために自分たちは
何ができるか考える。

●庄内は海の幸が豊富。その理由と
それを活かす取り組みを知る。

事前学習
●加茂水族館の視察見学を通じクラゲ
や海洋生物の生態について学習する。

●現場に足を運び調査やヒアリング
を行い、現地でしか得られない生
きた情報を収集する。

現地学習
●海洋資源の保全や、暮らしと海と
の関わりについて考えるほか、豊
かな海づくりのために何ができる
か考える。

●海を利用した経済活動について考
える。

事後学習

■問 庄内観光コンベンション協会 東田川郡三川町大字横山字袖東19-1　 0235-68-2511 https://mokkedano.net/

生態系のしくみや海岸に漂着した海ゴミから環境問題を考える。

鶴岡市

■問 鶴岡市立加茂水族館  0235-33-3036
 　https://kamo-kurage.jp/

■問 Green Blue あつみ  050-5848-7946   
 https://gb-atsumi.jp/

■問 Green Blue あつみ  050-5848-7946   
 https://gb-atsumi.jp/

クラゲ学習会
レクチャールームにて生態や繁殖、分類など
についてスライドや動画で解説したり、実物
のクラゲで観察したりします。
・1回につき10名以上19名まで（20名以上は人数を分
けて実施可能）
・学習時間（①10:50～11:40 ②12:50～13:40 
  ③15:00～15:50）

海岸探索＆貝殻クラフト
海岸にはどんなものが漂着しているか調査
し、海の豊かさを守るために何が必要かを考
えます。ワークショプ後は調査時に集めた貝
殻や木の実を用いたクラフトで海と親しむ機
会を提供します。

観察地曳網漁体験 魚ッチング
観察することが目的の地曳網漁体験です。海
に入れた網を力を合わせ曳いて漁獲し、その
後は実際に手で触れどんな魚がどれだけ漁
獲されたかを調査します。海洋資源の減少や
魚種の変化など、環境問題を実感できる体
験です。

クラゲの展示種類が世界一を誇る「鶴岡市立加茂水族館」。館内見
学や学習会を通してその生態を学びます。また、温海地域では拾い
集めた海岸漂流物を使ったクラフト体験や、観察が目的の地曳網漁
体験を行い、海の豊かさや海洋保全について考えます。

世界一のクラゲ水族館
「加茂水族館」と
自然体験を通じて
海洋資源の保全を考える

世界一のクラゲ水族館
「加茂水族館」と
自然体験を通じて
海洋資源の保全を考える

世界一のクラゲ水族館
「加茂水族館」と
自然体験を通じて
海洋資源の保全を考える
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プログラムの流れ

学習の
ポイント

Culture

実施時期 お盆、年末年始、祝日などを
 除く平日
所要時間 1泊2日
対　　象 中学生・高校生
人　　数 10人～100人

事前学習 現地学習 事後学習

■問 YAMAGATA DESIGN株式会社 鶴岡市千安京田龍花山1-1　 0235-26-9107 https://www.yamagata-design.com/

持続可能な地域づくりと、将来暮らしていきたい街をデザインする。

鶴岡市地域全体の課題を事業としてデザインし、解決するために各種事
業を行っている民間企業の地方創生最前線の取組みを通し、前
例にとらわれない発想と柔軟な思考で地域課題を解決する能力
や新たな課題にも積極的にチャレンジする精神を養います。

●地方が抱えている問題や課題を
考え、その原因について調べる。

●「持続可能な地域づくり」「街づく
り」とは何か調べる。

●ヤマガタデザインが展開する各種
街づくり事業を肌で感じ、地域にあ
る資源を活かし、課題を解決する
事業の構築を学ぶ。

●地方が抱える問題に対し、何が必
要か、自分は何ができるか考える。

●自分たちが暮らし続けていきたい
街のあり方について考える。

■問 SHONAI HOTEL SUIDEN TERRASSE
　　0235-25-7424
 　https://www.suiden-terrasse.yamagata-design.com/

■問 YAMAGATA DESIGN株式会社
　　0235-26-9107
 　https://shonai-roots.com/

■問 KIDS DOME SORAI（キッズドームソライ）
　　0235-26-8801
 　https://www.sorai.yamagata-design.com/

遊びを通じ考える力を養う
巨大な屋内型遊戯施設や、アートやものづく
りができるアトリエ、ライブラリの視察や体
験を通じ、子どもたちの考える姿勢や仲間づ
くりについて学ぶことができます。

「野菜や作物は何からできている？」
持続可能な農業について考える

地域の有機資源を使用した農業を展開して
いる自社農園の視察等を通じ、「持続可能な
農業」について考えます。

宿泊を通して、
観光と地域の魅力づくりについて考える

宿泊や地産地消の食事を味わうことで、訪れ
た人が庄内の魅力を自ら体感し、「観光によ
る持続可能な街づくり」について考えます。

地域の課題を希望に変える
「ヤマガタデザイン」で
持続可能な街づくりを考える

地域の課題を希望に変える
「ヤマガタデザイン」で
持続可能な街づくりを考える

地域の課題を希望に変える
「ヤマガタデザイン」で
持続可能な街づくりを考える

街づくり事業についてプレゼンテーション 　スイデンテラス 　キッズドームソライ 　スイデンテラス宿泊

SEADS見学 　ヤマガタデザインの圃場見学 　ランチ

（例） 1日目

2日目
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プログラムの流れ プログラムの流れ

“日本一美味しいお米のふるさと”
で学び考える
「これからの農業と食」

“日本一美味しいお米のふるさと”
で学び考える
「これからの農業と食」

“日本一美味しいお米のふるさと”
で学び考える
「これからの農業と食」

農家民宿・民泊と農業体験を通じ、
農山村の暮らしを学ぶ

学習の
ポイント

学習の
ポイント

各受入家庭ごと農作業体験や家庭での作業、民泊体験を行います。
受入家庭との交流を通じ農山村での暮らしの現状を知るとともに、
家族や地域の協力の重要性を感じることができます。

実施時期 5月～10月
所要時間 1泊2日
対　　象 中学生・高校生
人　　数 エリア全体で最大150名

●山形県の気候や風土、農業の特色
等について調べる。

事前学習
●農家での宿泊や農作業を通じ、農
山村の暮らしを体験する。

●各受入家庭で家族とふれあう。

現地学習
●自分たちが住んでいる場所と山形
の農業の比較。

●過疎化や高齢化等地方が抱える問
題について解決する方法を探る。

事後学習

Nature

◎食への関心を深めることができ、食べ物にかかわる尊さを実感できる。
◎他人とのかかわり方や作法などを学ぶことができる。

置賜地区

■問 よねおりかんこうセンター 高畠町大字福沢7-1072　 0238-57-2140　https://yoneorikankou.com/

農家民泊体験
各家庭で家族とふれあうことで農山村の暮
らしを体験することができ、コミュニケーショ
ン能力を養うことができます。

農作業体験　
季節に合わせた農作業体験を通じて、食物を
育てることの大変さと楽しさを学ぶことがで
き、食に対する関心や感謝の気持ちを養うこ
とができます。

よねおりかんこうセンター
置賜地域教育旅行受入の総合窓口になって
おりますので、お気軽にご相談ください。また、
団体様のお食事にも対応しています。

各地域にて受入家庭との対面式 　終日各家庭にて農作業体験 　農家民泊

各地域にて受入家庭とのお別れ式 　よねおりかんこうセンターにて買い物・昼食

1日目

2日目

米どころ庄内での米作りの歴史を学んだり、農業体験や民泊により
農家の現状を体感し、日本の農業・食の問題を提起・考察していく、
庄内町だからできるプログラムです。

実施時期 5月～10月 ※体験メニュー内容による
所要時間 希望体験による
対　　象 応相談
人　　数 最大80名
 （民泊の場合１軒あたり3～4名程度）

●庄内町の農業の特徴や気候・風土
など調べる。

●現地で何をテーマに臨むのかを設
定してもらう。（必要に応じて資料の提
供や農家の出前授業にも対応）

事前学習
●北楯大堰、美味しい米のルーツ 亀ノ尾か
ら米の歴史・当時の農民の暮らしを学ぶ。

●低農薬「めだか米」栽培田での田植え体験
で米作りや今後の農業のあり方を学ぶ。

●農作業や農家民泊を通して生産者の思い
や自分の役割について考えてもらう。

現地学習
●食の大切さ・日本の米の魅力を振り返る。

●農家が抱える問題の解決、米農家の未
来、食料や環境問題について考察する。

●収穫作物での交流を通して農業・食を身
近に感じ興味をもってもらう。

事後学習

Nature

世界に誇れる日本の米の魅力を探究することができる。

■問 清川歴史公園  0234-25-5885
 　https://www.navishonai.jp/spot/33.html

■問 余目第四公民館  0234-44-2162
 　http://www.town.shonai.lg.jp/kurashi/bunka/
　 bunkazai/kamehouse/kamehouse.html

■問 庄内町観光協会  0234-42-2922
 　https://gt.navishonai.jp

世界かんがい施設遺産 北楯大堰
慶長17年（1612）狩川城主 北館大学助利
長公が開削した農業水路。現在でも現役の
水路として活躍する大堰沿いには、歴史・自
然史跡が数多くあります。

亀ノ尾の里資料館見学
つや姫やササニシキ、コシヒカリ等の良質米の
ルーツである「亀ノ尾」を作り出した阿部亀治
をはじめとする７人の水稲育種家の功績や昔
の農具・民具などを展示しています。

「めだか米」田植え体験
「めだか」の保護活動を続けている庄内町家
根合地区で生産された「めだかが棲む田ん
ぼで安全・安心なお米」の田植え体験です。
秋には稲刈り体験も行えます。

入村式 　「めだか米」田植え体験 　各受入家庭にて農作業体験・農家民泊体験

各受入家庭 　退村式 　北楯大堰見学・周辺散策 　亀ノ尾の里資料館見学

1日目

2日目

庄内町

■問 庄内町観光協会 庄内町余目字沢田108-1　 0234-42-2922　 shokokanko@town.shonai.yamagata.jp　https://gt.navishonai.jp15 16
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学習の
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学習の
ポイント

山形県の花である紅花は、日本遺産「山寺が支えた紅花文化」、日本農
業遺産「歴史と伝統がつなぐ山形の『最上紅花』」に認定され、文化や
伝統を語るストーリーや生産・加工システムについて高く評価されて
います。文化や歴史に触れ、体験を通し紅花に親しむことができます。

実施時期 通年
所要時間 約4時間
対　　象 小学生・中学生・高校生
人　　数 要相談

●紅花について、また日本遺産や日
本農業遺産について事前に学習・
調査する。

事前学習
●紅花の歴史や紅花がもたらした文
化について学ぶ。

●紅花に関する体験を通じ地元の人
とふれあいながら、紅花に親しむ。

現地学習
●伝統と技術の継承について考える。
●身近なところにある「日本遺産」や
「日本農業遺産」について研究。
●花笠踊りの披露などを通じ表現力
を育成。

事後学習

山形県の花「紅花」。
その歴史や文化を現地で見聞・体験できる「山形ならでは」のプログラム。

■問 河北町紅花資料館  0237-73-3500
 　https://www.benibananosato.jp/  (河北町観光ナビ）

■問 河北町紅花資料館  0237-73-3500
 　https://www.benibananosato.jp/  (河北町観光ナビ）

■問 一般社団法人 尾花沢市観光物産協会  0237-23-4567
 　https://www.obane-kankou.jp/

紅花資料館見学
江戸時代、紅花商として財をなした堀米家の敷地
と建造物を使用して作られた資料館。最上川舟運
や紅花取引に関する貴重な資料や、紅花染めの振
り袖や各時代の雛人形なども展示されています。

紅花染め体験
紅花でハンカチの絞り染めを体験します。絞り
模様を付けて、自分だけのオリジナルハンカチ
ができあがります。

伝統の「花笠踊り」体験
「花笠踊り」発祥の地尾花沢で、伝統の花笠
踊りの歴史学習と全員での踊り体験を行い
ます。

自ら率先して改革を実践した、第九代米沢藩主・上杉鷹山。その功績
は経営学やリーダー論において高く評価されていますが、現代の
SDGsにも通じるものが数多くあります。

実施時期 通年
所要時間 約4時間
対　　象 中学生・高校生
人　　数 要相談

●自分たちは何ができるか？何をやり
たいか？SDGsのどの目標項目につ
ながるか考える。

●具体的にイメージするために鷹山
公の事例を調べる。

事前学習
●事前学習を深掘りするために米沢
を訪れ、鷹山公の取り組みはどのよ
うなものがあるか、またどのように
米沢の地に受け継がれているか見
聞きすることで発想力を高める。

現地学習
●視察や体験内容を参考にしなが
ら、自分たちは何ができるか？何を
やりたいか？に戻って具体的に固
めていく。
●実践（プレゼン発表、行動など）。

事後学習

自分たちが立てた「問い」について、鷹山公の取り組みを知ることで
実現させることができる。

米沢市

■問 一般社団法人 米沢観光コンベンション協会 米沢市丸の内1-4-13 上杉神社臨泉閣1F　 0238-21-6226　 info@yonezawa.info　https://yonezawa.info/

河北町

Culture

尾花沢市

河北町紅花資料館（見学・紅花染め体験）【約120分】　 　  バス 　花笠踊り体験（尾花沢市）【約90分】

■問 米沢市上杉博物館  0238-26-8001
 　https://www.denkoku-no-mori.yonezawa.
 　yamagata.jp/top.html

■問 染織工房わくわく舘  0238-24-0268
 　https://www.wakuwakukan.co.jp/

■問 一般社団法人 米沢観光コンベンション協会 
 　  0238-21-6226   https://yonezawa.info/

上杉博物館見学
数千に及ぶ上杉氏ゆかりの貴重な品々や国宝
が収蔵されており、鷹山公シアターでは、改革
を指導し成功に導いた九代藩主上杉鷹山に
ついてドラマ仕立てで説明します。

松岬神社参拝 米沢織体験
米沢織は、米沢藩九代藩主・上杉鷹山公が力
を注いだ産業振興策のひとつで、武士の奥方
に内職として機織りを習得させて、そこから絹
織物へ発展してきたといわれています。

松岬神社参拝　 　 徒歩 　上杉博物館見学　 　  バス 　米沢織体験【約1時間】

History

上杉鷹山と鷹山公の師細井平洲、鷹山公の重
臣竹俣当綱、莅戸善政、初代藩主上杉景勝、
その重臣直江兼続合計6名を祀っています。境
内には鷹山公の伝国の辞の石碑があります。

たけのまたまさつな のぞき    よしまさ

歴史と伝統がつなぐ
山形の「紅花」について学ぶ
歴史と伝統がつなぐ
山形の「紅花」について学ぶ
歴史と伝統がつなぐ
山形の「紅花」について学ぶ

なせば成る
～鷹山公の教えから学ぶ
 「現代のSDGs」～

なせば成る
～鷹山公の教えから学ぶ
 「現代のSDGs」～

なせば成る
～鷹山公の教えから学ぶ
 「現代のSDGs」～

■問 山形県教育旅行誘致協議会 山形市城南町1-1-1（霞城セントラル1F）　 023-647-2333　 manabi@yamagatakanko.com　https://yamagatakanko.com/ 17 18
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学習の
ポイント

学習の
ポイント

蔵王坊平高原でウォーキングや自然のなかでの体験を行います。心身
の健康について学び、健全な心と体の発達を図るとともに、自然のな
かでの体験を通じ、工夫・想像する力や助け合う力を育みます。

実施時期 通年
所要時間 要相談
対　　象 小学生・中学生
人　　数 最大150人
  ウッディロッジの場合最大150人  ペンションに分宿の場合最大100人

●その土地の気候や風土について
や、クアオルト健康ウォーキング等
の取り組みについて調べる。

事前学習
●ウォーキングなどを通して健康づく
りについて学ぶ。
●自然体験や集団生活を通して、工
夫・想像する力や助け合う力を育む。

●現地の人との交流から様々な価値
観に触れる。

現地学習
●家庭の中でコミュニケーションをし
ながら家族の健康について考える。

●自然が心身の健康づくりにも影響
することを認識し、自然保護への興
味関心につながる。

事後学習

自然のなかの体験を通して心身の健康について学ぶ。

■問 蔵王坊平観光協議会 上山市蔵王坊平高原　 023-679-2311　 woody@zaoliza.co.jp　http://www.zaoliza.co.jp

■問 酒田市交流観光課  0234-26-5759 ■問 酒田市交流観光課  0234-26-5759 ■問 鳥海高原家族旅行村  0234-64-4111
　 http://www.choukai.jp/ryokomura/

五感を解放する森林ウォーキング
身体の五感を使いながら森の中を歩きます。
自然を観察し体験しながら歩くことでリフレッ
シュ。植物の香りを嗅いだり葉の色を観察した
りなどして、五感を研ぎ澄まさせます。

ブッシュクラフトキャンプファイヤー
原始体験により人と自然とのつながりを感
じます。仲間と一緒に火起こしをし、その火
を使って焚火やキャンプファイヤーなどする
ことで助け合う力を養います。

アニマルトラッキング
自然の中で野生動物の痕跡を発見し、動物た
ちのストーリーを追いかけます。足跡や痕跡の
観察、自然環境を肌で感じ、動物たちの生活の
様子をイメージすることで想像力を養います。

酒田市飛島

■問 酒田市交流観光課 酒田市本町2-2-45　 0234-26-5759　 kankou@city.sakata.lg.jp

上山市

Nature Nature

五感を解放する森林ウォーキング 　ブッシュクラフトキャンプファイヤー              アニマルトラッキング

※その他の体験メニュー：蜜蝋キャンドルづくり、スポーツ鬼ごっこ、ハーブ石鹸づくり、ピザづくり体験、フェルト作り、スキー、歩くスキー、雪遊び等
※定期船欠航リスクに備え事前に 代替えプログラムのご提案をさせていただきます。

1日目 2日目

山形県唯一の有人離島「飛島」にて、北前船交易で栄えた湊・酒田の
歴史から、独自の漁村文化誕生と島の漁師の生活の知恵までを一体
的に学ぶほか、鳥海山麓では豊かな自然と生物多様性等の里山文化
を学ぶことできるプログラムです。

実施時期 5月～10月
所要時間 1泊2日
対　　象 小学生・中学生
人　　数 最大100人

●プレート運動や火山活動、島内独自の生
態系、周辺で採れる魚種、海ゴミ問題や超
高齢化対策と離島振興、鳥海山麓で観察
できる動物・植物・昆虫など生物多様性と
農業や林業など里山での生活様式につい
て多様な事前学習を行うことができます。

事前学習
●飛島散策では大地の活動や生態系の営
みに直接触れ、ガイドや島民との触れ合い
文化と課題、環境保全について実感でき
ます。里山トレッキングによる植物観察や
昆虫採集などを通じ生物多様性や環境保
全の重要性を実感することができます。

現地学習
●大地の歴史を地球規模の時間軸で考え、
その上に成り立つ生態系と人間の歴史や
文化を一体的に考え、環境保全や地域課
題の解決への関心につながります。生物多
様性の保全のため自然との共生による新し
い循環型社会について考えることができる
ようになります。

事後学習

「鳥海山・飛島ジオパーク」に触れ、自然の大切さと古人の知恵を楽しく学ぶ。

飛島 島内散策
散策を通じ大地の活動や生態系の営みに直
接触れ、島の文化と課題、環境保全について
考えることができます。

鳥海山麓里山トレッキング
植物観察や昆虫採集など動植物に直接触れ、
生物多様性や環境保全の重要性を実感する
ことができます。

鳥海高原家族旅行村での宿泊体験
鳥海山の麓、標高550メートルの高原にあり
ます。キャンプ場はもちろん、ケビン棟やツリー
ハウスもあり、キャンプ感覚で宿泊ができます。

鳥海高原家族旅行村 着 　オリエンテーション【約30分】 　里山トレッキング【約2時間30分】 　家族旅行村 泊

家族旅行村　 　  バス　 　  定期航路事業所発ー飛島（勝浦港）着 　島内散策【約3時間】　 　  勝浦港発ー定期船航路事業所着

1日目

2日目

オールシーズンネイチャーランド
～自然体験で心身の
　健康について学ぶ～

オールシーズンネイチャーランド
～自然体験で心身の
　健康について学ぶ～

オールシーズンネイチャーランド
～自然体験で心身の
　健康について学ぶ～

飛島の成り立ちと漁村文化、
鳥海山麓での
里山文化を学ぶ

飛島の成り立ちと漁村文化、
鳥海山麓での
里山文化を学ぶ

飛島の成り立ちと漁村文化、
鳥海山麓での
里山文化を学ぶ
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プログラムの流れ

プログラムの流れ

学習の
ポイント

学習の
ポイント

やまさぁーべはエコツーリズムによる地域振興と自然環境の保全を目
的とした施設です。手つかずの大自然ではなく、人の暮らしが育んだ
「里地里山」にフォーカスした体験プログラムを提供しています。

実施時期 5月中旬～11月上旬
所要時間 4時間程度 ※食事時間除く。
対　　象 中学生
人　　数 最大60人程度まで
 ※複数グループに分けて内容を変える場合があります。

●動植物の分類や進化、生物のつながり、時
代の流れと日本・世界の産業の変化など
関連する単元の予習復習をする。
●WEBや書籍を活用して山形と学校周辺
の自然環境や産業の違いをリサーチする。
※出前またはオンラインによるバックアップ可

事前学習
●事前学習の確認、調査の予測など。
●動植物の野外調査。
●サンプルの観察、種類を調べ、まとめる。
●調査結果の考察、やまさぁーべ流の
SDGs解説、事後学習に向けてのまとめ。

現地学習
●学校周辺の自然環境の調査し、大江町と
比較する。
●生物多様性をテーマに、自分たちのある
べき姿、自分たちにできることを考え、行
動を起こす。
※出前またはオンラインによるバックアップ可

事後学習

Nature

◎実物の動植物に触れ、分類体系を応用した図鑑の使い方を学ぶ。
◎多様な生物を観察し、生態系や食物連鎖といった生き物同士のつながりを学ぶ。
◎里地里山の自然環境の歴史と変化を学び、現在抱える環境問題とその解決方法を考える。

大江町

■問 大江町山里交流館やまさぁーべ 西村山郡大江町柳川959-1　 0237-64-2507　 yamasa.abe@gmail.com

水田環境の生物を調査
「生物の生息空間＝ビオトープ」を整備する
ことを目的に米作りを行っている水田とその
周辺で動植物の調査を体験します。

雑木林の生物多様性と保全を考える
燃料、山菜やキノコ、材木など様々な生活資
源を得るために整備されてきた雑木林にくら
す動植物の調査を体験します。

夜行性の生物を調査
宿泊者限定のプラン。ムササビ・モモンガ、夜
行性鳥類、ホタルやカエルなど田んぼの生
物、光に集まる昆虫等、夜ならではの生物調
査を行います。

■問 特定非営利活動法人 田舎体験塾つのかわの里 
 　  0233-73-8051

■問 新庄商工会議所  0233-22-6855
 　http://www.sjcci.or.jp/

■問 新庄商工会議所  0233-22-6855
 　http://www.sjcci.or.jp/

新庄市・
戸沢村

■問 特定非営利活動法人 田舎体験塾つのかわの里 戸沢村大字角川481-1 戸沢村農村環境改善センター1Ｆ　 0233-73-8051　 info@inaka-taiken.jp

Nature

実施時期 4月～10月
所要時間 4～６時間程度
対　　象 小学生・中学生・高校生
人　　数 最大100人
 （100名を超える場合は要相談）

●山形県の森林ノミクスの取り組みなど事
前に調べ、各人が現地で何をテーマに旅
行に臨むのか、テーマを設定する。
●生活様式を調べ、現地での学習テーマを
設定することができます。

事前学習
●森林ノミクス現地学習を通じ、山を中心に
ＳＤＧｓと自分とのつながりを感じ認識し
自分の役割について考えることができる。

●植林や間伐、若しくは加工した建材に実
際に触れた事により何を思い何を感じ
取ったか学習する。

現地学習
●世界の気候変動や自分たちが住む土地の
自然環境の変化や体験を通して、SDGsと
のつながりや身近にできる事に気づき、考
えて実行できる判断力を養える。
●一次産業体験を通じ里山地域の過疎化
等、地域が抱える問題の課題解決につい
て考えることができる。

事後学習

森との共生や森林資源の利活用、環境問題や将来のエネルギー問題について考える。

林業体験
地元のインストラクターが指導し、植林や間伐
等の林業体験を行います。（約2時間程度）

製材所見学
材木を建築建材用に自社工場にて製材、加工
する現場を見学します。（約30分程度）

もがみバイオマス工場見学
間伐材や林地残材などを燃料とする木質バイ
オマス発電所の見学します。（約1時間程度）

事前の座学：事前学習の確認、調査の予測など 　フィールドワーク：動植物の野外調査を体験 　
　室内作業：サンプルの観察、種類を調べ、表にまとめる 　調査結果の考察：やまさぁーべ流のSDGs解説、事後学習に向けてのまとめ 林業体験（戸沢村）【約2時間】　 　  バス 　製材所見学（新庄市）【約30分】　 　  バス 　木質バイオマス発電所見学（新庄市）【約1時間】

モリモリモリ

やまがた森林ノミクス
～森との共生から
　森林資源の利活用へ～

やまがた森林ノミクス
～森との共生から
　森林資源の利活用へ～

やまがた森林ノミクス
～森との共生から
　森林資源の利活用へ～

「里地里山」から考える
生物多様性と
持続可能なまちづくり

「里地里山」から考える
生物多様性と
持続可能なまちづくり

「里地里山」から考える
生物多様性と
持続可能なまちづくり

山形県では豊かな森林資源を積極的に活用することで、木を植え、育
て、使い、再び植える「緑の循環システム」を構築し地域活性化に結び
付ける「やまがた森林ノミクス」を推進しています。バイオマス発電所
や製材所の見学、植林や間伐などの林業体験を行うプログラムです。

モリ

21 22




